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＜考察＞
〇実験の様子を撮影した動画や写
真，考察場面での個々の意見な
どをGoogleチャットで共有するよう
にしたことで，生徒の進捗状況の
把握がしやすくなった。生徒は，
自分の考えに近い友達のところに
行って考えを深めたり，自分と違う
考えの友達と意見を交換したりで
きるようになった。

〇学びの定着を確かめるために，教
師がGoogleチャットで問題を配信
し，生徒は解き終わったことや学
習に対する理解度を知らせるため
にリアクションマークで伝えるようにし
た。教師は，手元で生徒の学習
状況を把握しつつ，教室内を移
動しながら，適切なタイミングで生
徒への声掛けや支援ができるように
なった。リアクションマークで困ってい
ることを伝えることができるので，生
徒同士で教え合ったり，助け合う
場面が多く見られるようになった。

実験の進捗状況，結果を
Googleチャットで発信

・解き終えた生徒は，リアクション
機能を活用し，理解度を伝える。
リアクションしていない生徒は，
取り組んでいる最中や困り感のあ
る生徒であるため，教師がサポー
トする。
・マークのルールは，①白はしっか
りと理解できている，②黄は概ね
理解できている，③黒は解くこと
はできたが，理解できているか不
安であるとしている。
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